
 

 

 

 

 

 

 

 

 進級をむかえた１～５年生のみなさん、おめでとうございます！時がたつのは本当に早いもので、みなさ

んの成長には驚かせられます。一人一人、１年間を振り返ると、いろいろな「おぼえたこと」「できるよう

になったこと」があるのではないでしょうか。 

 ４月からはそれぞれ学年が上がります。新しいステージで心も体も更にステップアップし、成長していけ

るように、春休み中も「早寝・早起き・朝ごはん」で過ごしてくださいね！ 

 始業式の日にまた元気に会えることを楽しみにしています！ 

 

 

 

 今年度の欠席状況、保健室来室状況は、以下の通りでした。今年度は、新型コロナウイルス感染症やイン

フルエンザによる学年閉鎖はありましたが、感染症の大きな流行や救急車対応等の大きな事故はなく過ご

せた１年でした。保護者の皆様の健康管理等のご協力、ありがとうございました。来年度も子供たちが安全・

安心に過ごせるよう、引き続き学校保健活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
賀美石小学校  保健室 

２０２４．３．２２（金） 

        修了式号 

おうちの人とよみましょう 

90 142 247 



 

 

 

 

 

前回の保健だよりまで、メディアとの付き合い方について掲載してきました。今月号では、最後の③点目につ

いて掲載していきたいと思います。 

 

③依存対象に対する過敏化神経回路（止まらない回路）の存在（セルフコントロールの低下） 

 

 

 

 

 

 

【依存症の人の脳の変化】 
メディアの使用により、多数のシナプス（神経同士のつなぎ目）ができる 

  ⇒神経に電気信号が入ると、たくさんのシナプスから周りの神経に電気が広がっていく 

  ⇒強い欲求が起こる 

  ⇒これが過敏化神経回路（止まらない回路）になる 

 ＊この変化は治らないことが、動物実験で確かめられています。これが依存症は治癒することが難し

いということにつながっています。 

例）楽しいことのがまんと、つらいことのがまん（セルフコントロールの低下） 

「つらいことをがまんする能力」と、「楽しいことをがまんする能力」は別だということも分かっています。 

 特に、積極的で好奇心が強い人の場合、現在の「つらいこと」をがまんできたとしても、「楽しいこと」の

がまんには苦労します。 

 他人からの評価や将来の楽しみのために目の前のつらい作業に耐えることができ、その結果、成績も

よく運動もできる元気な子どもであったとしても、ゲームやスマホを持たせた後、ごく短時間に深刻な依存

症に陥ってしまうケースも珍しくありません。 

誰にでも起こりえる「依存症」の危険性 
どんなに本人が納得して約束・ルールを決めたとしても、最終的に「止まらない回路（たくさんのシナプ

ス）」ができてしまってはどうしようもありません。 

「意思の力」には限界があるので、単に「約束したよね」では依存症は防ぎきれません。 

家族や本人にできるスマホ・ゲーム障害を予防するポイント 

 

【子供と一緒に・・・】 

・脳に対するスマホ，ゲームの影響について一緒に勉強する 

 ・専門の講座を受ける（子供と話し合い一緒に学ぶことも重要） 

 ・子供とよく話し合い、会話をする 

 

【メディアを与えた後は】 

 ・夜間はさせない、夜間は親が預かる 

 ・時々デジタルから離れ「デジタルデトックス」をする 

（特に約束・ルールが破られた場合は必ずデトックスする） 

 

３回に分けて、メディアとの付き合い方についてお伝えさせていただきました。学校にタブレ

ットが導入され始めてまだ間もない日本。子供たちの成長にどのように影響していくか、今後よ

り明確になっていくことと思います。 

２０２３年には、世界規模のバーチャル・シミュレーションスポーツ競技大会でオリンピック

e スポーツシリーズが開催されたりと、バーチャルな世界も広がってきています。これからます

ますメディアの世界は広がっていく時代になるでしょう。そんな時代を生きていく子供たちを私

たち大人は守り育てていかなくてはなりません。春休みを迎えるに当たり、お子さんとの『ふれ

あいの時間』を大切に過ごしていただければと思います。 

保護者の皆様には、感染症対策をはじめ、様々な面でのご協力をありがとうございました！ 

今後とも学校保健活動へのご協力をよろしくお願いいたします。 

養護教諭 手嶋 


